
 

 

 

 

 

 

 

 ｂｒａｓｓ、ｃｏｐｐｅｒ方位に関する極点図範囲の影響 

 ＬａｂｏＴｅｘの場合 

  

 Brass,copper の完全極点図{111},{100},{110}を作成し、極点図の範囲が ODF 解析結果に及ぼす結果を 

 確認した。 

 

 

 

 α範囲を制限しても、十分な定量性が得られる。 

 ただし実測定データは、結晶粒の影響などからこれほど正確な測定は出来ない。  

 この解析は机上での話であるが、ＡＤＣ法の利点が確認出来た。 

  

 入力ＯＤＦのＭａｘ密度は、２８．８８であり、ほぼ再現される。 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎも、α範囲が確保されていれば入力データが再現出来る。 

 この解析は brass,copper に対して行った結果であり、全ての方位に関する結果ではない。 

  

 

 

 

    ２０１０年１２月０２日 

    ＨｅｋｐｅｒＴｅｘ 

 



方法、 

 ＬａｂｏＴｅｘで結晶方位を作成、極点図をＥｘｐｏｒｔして、ＰＦｔｏＯＤＦでＬａｂｏＴｅｘの 

   入力制限を行い、ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦ解析結果を比較する。 

    

ＬａｂｏＴｅｘの結晶方位は、ｂｒａｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ １０％とする。 

その他が８０％で、Ｍｉｎレベルに反映される。 

   

 

  

 

ＰＦｔｏＯＤＦ３に入力するために、ＴＸＴ２フォーマットに変換 

  

このＴＸＴ２フォーマットデータは完全極点図である。 



完全極点図をＰＦｔｏＯＤＦ３に読み込み、極点図の範囲制限しながらＴｅｘＴｏｏｌｓの処理結果を評価 

 

 

 

 

 

 

 



０－８５の場合 
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